
大阪市長柄堺線沿道地区地区計画の区域内における建築物の制限に関する条例（平

成７年大阪市条例第６号）は、廃止する。

附 則

１ この条例は、公布の日から施行する。

２ この条例の施行前にした行為に対する罰則の適用については、なお従前の例によ

る。

平成２５年５月１５日提出

大阪市長 橋 下 徹

説 明

長柄堺線沿道地区地区計画の廃止に伴い、同地区計画の区域内における建築物の敷地及び構造

に関する制限を廃止するため、条例を廃止する必要があるので、この案を提出する次第である。

議 案 第２１５号

大阪市長柄堺線沿道地区地区計画の区域内における建築物の制限に

関する条例を廃止する条例案
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（目 的）

第１条 この条例は、建築基準法（昭和２５年法律第２０１号。以下「法」という。）第６８条の２第１

項の規定に基づき、平成７年大阪市告示第９５号に定める長柄堺線沿道地区地区計画（以下「地

区計画」という。）の区域内における建築物の敷地及び構造に関する制限を定めることにより、

適正な都市機能と健全な都市環境を確保することを目的とする。

（適用範囲）

第２条 この条例は、地区計画の区域内の建築物又はその敷地に適用する。

（建築物の容積率の最高限度）

第３条 建築物の延べ面積（同一敷地内に２以上の建築物がある場合においては、その延べ面積

の合計。以下同じ。）の敷地面積に対する割合（第２号においては、都市計画道路長柄堺線の

区域内に敷地の部分が含まれる場合にあっては、敷地面積から当該敷地の部分の面積を除いて

算定した割合）（以下「容積率」という。）は、次の各号に掲げる区分に応じ、当該各号に定め

る数値以下でなければならない。

� 法第６８条の４に規定する公共施設の整備の状況に応じた建築物の容積率 １０分の３０

� 法第６８条の４第１号イに規定する区域の特性に応じた建築物の容積率 １０分の４０

２ 前項及び第６項に規定する建築物の容積率の算定の基礎となる延べ面積には、建築物の地階

でその天井が地盤面からの高さ１メートル以下にあるものの住宅の用途に供する部分（共同住

宅の共用の廊下又は階段の用に供する部分を除く。以下この項において同じ。）の床面積は、

当該建築物の住宅の用途に供する部分の床面積の合計（同一敷地内に２以上の建築物がある場

合においては、それぞれの建築物の住宅の用途に供する部分の床面積の合計の和）の３分の１

を限度として算入しない。

３ 第１項及び第６項に規定する建築物の容積率の算定の基礎となる延べ面積には、共同住宅の

共用の廊下又は階段の用に供する部分の床面積は、算入しない。

４ 第１項及び第６項に規定する建築物の容積率の算定の基礎となる延べ面積には、次に掲げる

建築物の部分の床面積は、算入しない。

� 自動車車庫その他の専ら自動車又は自転車の停留又は駐車のための施設（誘導車路、操車

場所及び乗降場を含む。）の用途に供する部分（次項第１号において「自動車車庫等部分」

という。）

（参 考）

大阪市長柄堺線沿道地区地区計画の区域内における建築物の制限に関する条例
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� 専ら防災のために設ける備蓄倉庫の用途に供する部分（次項第２号において「備蓄倉庫部

分」という。）

� 蓄電池（床に据え付けるものに限る。）を設ける部分（次項第３号において「蓄電池設置

部分」という。）

� 自家発電設備を設ける部分（次項第４号において「自家発電設備設置部分」という。）

� 貯水槽を設ける部分（次項第５号において「貯水槽設置部分」という。）

５ 前項の規定は、次の各号に掲げる建築物の部分の区分に応じ、当該敷地内の建築物の各階の

床面積の合計（同一敷地内に２以上の建築物がある場合においては、それらの建築物の各階の

床面積の合計の和）に当該各号に定める割合を乗じて得た面積を限度として適用するものとす

る。

� 自動車車庫等部分 ５分の１

� 備蓄倉庫部分 ５０分の１

� 蓄電池設置部分 ５０分の１

� 自家発電設備設置部分 １００分の１

� 貯水槽設置部分 １００分の１

６ 法第５２条第１４項又は法第５９条の２第１項の規定に基づく許可を受けた建築物で法第６８条の４

の規定の適用を受けるものの容積率は、前各項の規定にかかわらず、その許可の範囲内におい

て、これらの規定による限度を超えるものとすることができる。

（建ぺい率の最高限度）

第４条 都市計画道路長柄堺線の区域内に建築物を建築する場合においては、建築物の建築面積

（同一敷地内に２以上の建築物がある場合においては、その建築面積の合計）の敷地面積に対

する割合（以下「建ぺい率」という。）は、１０分の６（法第５３条第３項第２号に規定する建築

物にあっては１０分の７）を超えてはならない。ただし、平成７年大阪府告示第１５３号による変

更前の用途地域が住居地域又は近隣商業地域であった土地の全部又は一部を建築物の敷地とし

て建築物を建築する場合における当該敷地（当該変更前の用途地域が住居地域又は近隣商業地

域であった部分に限る。）に係る建築物の建ぺい率については、この限りでない。

２ 都市計画道路長柄堺線の区域内に建築する建築物の敷地が前項ただし書に規定する土地とそ

の他の土地にわたる場合においては、当該建築物の建ぺい率は、同項の規定によるそれぞれの

敷地の部分に係る建築物の建ぺい率の限度にそれぞれの敷地の部分の面積の敷地面積に対する

割合を乗じて得たものの合計以下でなければならない。
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（公益上必要な建築物の特例）

第５条 市長がこの条例の適用に関して、公益上必要な建築物で用途上又は構造上やむを得ない

と認めて許可したものについては、その許可の範囲内において、当該規定は、適用しない。

（１の敷地とみなすこと等による制限の緩和）

第６条 法第８６条第１項の規定に基づく認定を受けた同項に規定する１又は２以上の建築物（以

下「１又は２以上の建築物」という。）で法第６８条の４の規定の適用を受けるものについては、

同項の規定により１の敷地とみなされる一団地を当該１又は２以上の建築物の１の敷地とみな

して、第３条の規定を適用する。

２ 法第８６条第２項の規定に基づく認定を受けた建築物で法第６８条の４の規定の適用を受けるも

のについては、同項に規定する一定の一団の土地の区域をこれらの建築物の１の敷地とみなし

て、第３条の規定を適用する。

３ 法第８６条第３項の規定に基づく許可を受けた１又は２以上の建築物で法第６８条の４の規定の

適用を受けるものについては、同項の規定により１の敷地とみなされる一団地を当該１又は２

以上の建築物の１の敷地とみなすとともに、第３条第６項の規定中「第５２条第１４項又は法第５９

条の２第１項」とあるのは「第５２条第１４項」として同条の規定を適用する。この場合において、

当該１又は２以上の建築物の容積率は、その許可の範囲内において、当該一団地を１の敷地と

みなして適用する同条第１項から第５項までの規定による限度を超えるものとすることができ

る。

４ 法第８６条第４項の規定に基づく許可を受けた建築物及び同項に規定する一定の一団の土地の

区域内に現に存する建築物で、法第６８条の４の規定の適用を受けるものについては、当該一定

の一団の土地の区域をこれらの建築物の１の敷地とみなすとともに、第３条第６項の規定中

「第５２条第１４項又は法第５９条の２第１項」とあるのは「第５２条第１４項」として同条の規定を適

用する。この場合において、当該許可を受けた建築物の容積率は、その許可の範囲内において、

当該一定の一団の土地の区域を１の敷地とみなして適用する同条第１項から第５項までの規定

による限度を超えるものとすることができる。

５ 法第８６条の２第１項の規定に基づく認定を受けた建築物及び同項に規定する一敷地内認定建

築物（以下「一敷地内認定建築物」という。）で、法第６８条の４の規定の適用を受けるものに

ついては、同項に規定する公告認定対象区域（以下「公告認定対象区域」という。）をこれら

の建築物の１の敷地とみなして、第３条の規定を適用する。

６ 法第８６条の２第２項の規定に基づく許可を受けた建築物及び一敷地内認定建築物で、法第６８

条の４の規定の適用を受けるものについては、公告認定対象区域をこれらの建築物の１の敷地
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とみなすとともに、第３条第６項の規定中「第５２条第１４項又は法第５９条の２第１項」とあるの

は「第５２条第１４項」として同条の規定を適用する。この場合において、当該許可を受けた建築

物の容積率は、その許可の範囲内において、当該公告認定対象区域を１の敷地とみなして適用

する同条第１項から第５項までの規定による限度を超えるものとすることができる。

７ 法第８６条の２第３項の規定に基づく許可を受けた建築物及び同項に規定する一敷地内許可建

築物で、法第６８条の４の規定の適用を受けるものについては、同項に規定する公告許可対象区

域（以下「公告許可対象区域」という。）をこれらの建築物の１の敷地とみなすとともに、第

３条第６項の規定中「第５２条第１４項又は法第５９条の２第１項」とあるのは「第５２条第１４項」と

して同条の規定を適用する。この場合において、当該許可を受けた建築物の容積率は、その許

可の範囲内において、当該公告許可対象区域を１の敷地とみなして適用する同条第１項から第

５項までの規定による限度を超えるものとすることができる。

（罰 則）

第７条 第３条第１項又は第４条第１項若しくは第２項の規定に違反した場合における当該建築

物の設計者（設計図書を用いないで工事を施工し、又は設計図書に従わないで工事を施工した

場合においては、当該建築物の工事施工者）は、５００，０００円以下の罰金に処する。

２ 前項に規定する違反があった場合において、その違反が建築主の故意によるものであるとき

は、当該設計者又は工事施工者を罰するほか、当該建築主に対しても同項の罰金刑を科する。

３ 法人の代表者又は法人若しくは人の代理人、使用人その他の従業者がその法人又は人の業務

に関して、前２項の違反行為をしたときは、その行為者を罰するほか、その法人又は人に対し

ても第１項の罰金刑を科する。

（施行の細目）

第８条 この条例の施行について必要な事項は、市長が定める。

附 則

この条例は、公布の日から施行する。
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